
 

商店街モデル事業（しもきた俱楽部） 検討状況 

 

１． 活動状況 

・令和６年７月８日（月） 打合せ＠Zoom 

・令和６年８月７日（水） 打合せ＠区役所 

・令和６年１０月４日（金） 代田児童館視察 

 

２．方向性 

・第４回子ども・青少年協議会で、まち歩きを実施する（8 月ミニ版、10 月本番）と報告した

が、改めてモデル事業の趣旨に鑑みて方向性を検討した。 

・これまでの課題（人が集まらない、継続性がない等）に加え、今後子ども基金活用を検討す

る上でどのような取り組みが有効かについて話し合う中で、若者のキャリア形成に関する取

り組みについて話が挙がった。 

➡若者の興味関心を惹くテーマで、かつ、地域とつながることのできる取り組みを検討する。

また、若者の意見表明という視点を持ち、イベントに参加した若者からアンケートを取るこ

とで、若者の声を積み重ねていく。 

➡若者が集える「場」について検証する。 

 

３．検討内容 

（１）児童館の空き時間利用について 

・若者が集える場として、区役所新庁舎の区民交流スペース活用を検討。多様な用途で利用

できる可能性があるが、開始時期は令和 8年度からを予定している。 

・空き家活用も一つの手だが、所有者に家賃を払う必要がある。 

・児童館が休館している月曜日ならば、児童館を「場」として利用できないか。下北沢から近

い代田児童館に見学に行きたい。 

➡10 月に代田児童館の視察を行った。閉館時間後から２１時３０分まで児童館の利用は申

請可能。今後しもきた俱楽部の打合せ場所として活用予定。 

 

（２）JCとの連携について 

・JC（青年会議所）の経営者を集めて交流をするのはどうか。若手の経営者の集まりなので、

若者と一緒にできることを聞いてみたい。 

・JC を介して若者のキャリアアップにつなげられるようなことが出来ると良い。以前行った

ハブカルチャー（交流イベント）のように色々な人と知り合える機会にもなる。 

➡10月３１日に JCと打ち合わせ予定。 
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